
「
十
湖
賞
」
と
「
浜
松
市
東
区
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
」

第
十
三
回
「
十
湖
賞
」
俳
句
大
会
入
選
句
集

令
和
三
年
二
月
十
一
日
（
木
・
祝
）

於　

浜
松
市
総
合
産
業
展
示
館 

北
館
１
号
ホ
ー
ル

　
松
島
十
湖
翁
は
江
戸
時
代
末
期
、現
在
の
浜
松
市
東
区
豊
西
町
に
生
ま
れ
た
俳
人
に
し
て
政
治
家
、

さ
ら
に
は
地
域
貢
献
に
務
め
た
篤
志
家
で
す
。生
涯
に
詠
ん
だ
句
は
七
千
句
と
も
言
わ
れ
、全
国
各
地

に
多
く
の
門
人
が
い
ま
し
た
。

　
十
湖
翁
の
俳
句
は
、松
尾
芭
蕉
か
ら
の
蕉
風
を
継
承
す
べ
く
、花
鳥
風
月
と
い
わ
れ
る
春
夏
秋
冬
・

四
季
折
々
の
自
然
、そ
の
中
で
の
生
活
を
詠
む
伝
統
的
な
も
の
で
す
。

　「
は
ま
松
は
出
世
城
な
り
初
松
魚
」は
、「
出
世
の
街
・
浜
松
」を
象
徴
し
た
、浜
松
を
誇
る
気
持
ち
を

詠
ん
だ
句
で
す
。

　
東
区
で
は
、こ
う
し
た
十
湖
翁
の
遺
徳
を
称
え
る
と
と
も
に
、「
郷
土
を
愛
す
る
心
」を
今
に
伝
え
る

べ
く「
十
湖
賞
」俳
句
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
元
来
、東
区
内
に
は
多
く
の
句
碑
群
が
あ
り
、多
く
の
俳
人
も
輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
俳
句
の

里
」と
し
て
の
側
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
浜
松
市
東
区
及
び
実
行
委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、「
浜
松
市
東
区
俳
句
の
里
づ
く

り
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
次

選
者

※

五
十
音
順

ご
あ
い
さ
つ

十
湖
大
賞

十
湖
賞

東
区
長
賞

県
教
育
長
賞

市
教
育
長
賞

特
選

佳
作

奨
励
賞

天
野　

薫
氏

髙
柳
克
弘
氏

坪
井
孝
之
氏

村
松
二
本
氏

（「
み
づ
う
み
」編
集
長
）

（「
鷹
」編
集
長
）

（「
海
坂
」同
人
会
長
）

（「
椎
」主
宰
）

２
・
３

４５６７８
・
９

　

〜
10

13

第十三回「十湖賞」俳句大会投句実績

※募集期間：令和２年7月1日（水）～令和２年9月30日（水）

一般の部
人数 投句数

高校生の部
人数 投句数

中学生の部
人数 投句数

小学生の部
人数 投句数

全　体
人数 投句数

一般の部・地域別
地域
市内

県内（浜松市外）

県外
合計

投句数

633 1,217 1,273 3,534 6,048 2,252 3,951 7,692
568

463
1,217

18613,5882,372

1
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ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

浜
松
市
東
区
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長　

松
島 

知
次

浜
松
市
東
区
長　

藤
田 
晴
康

　
浜
松
市
東
区
で
は
、明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た
俳
人
・
松
島
十
湖
翁
に
よ
り
培
わ
れ
た
俳
句
が
盛
ん
な

地
域
性
を
活
か
し
、平
成
十
九
年
度
か
ら「
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
で
は
、十

湖
の
名
を
冠
し
た「
十
湖
賞
俳
句
大
会
」の
ほ
か
、区
内
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、俳
句
に
親
し
む
機
会
を
提
供

す
る「
小
中
高
校
俳
句
講
座
」な
ど
を
実
施
し
、地
域
の
俳
句
文
化
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、

第
十
三
回
目
を
迎
え
る
本
俳
句
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
財
産
で
あ
る
俳
句
を
通
じ
、地
域
の
皆
様
に
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、大
会
に
投
句
い
た
だ
い
た
皆
様
、選
考
し
て
い
た
だ
い
た
選
者
の
皆
様
、そ
し
て
本
事
業

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
十
三
回「
十
湖
賞
」俳
句
大
会
は
、全
体
で
七
、六
九
二
人
、一
万
三
、五
八
八
句
も
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。投
句
者
は
過
去
最
多
、投
句
数
は
現
在
の
応
募
方
法
に
な
っ
た
第
十
回
大
会
以
降
最
多
と
な
り
、非
常

に
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、外
出
自
粛
や
休
校
な
ど
制
限
を
強
い
ら
れ
る
中
、

過
去
に
想
い
を
馳
せ
た
り
、未
来
へ
の
希
望
を
願
っ
た
り
と
、さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
俳
句
を
詠
ま

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
浜
松
市
東
区
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、こ
れ
か
ら
も
俳
句
を
通
じ
、郷
土
を
愛
す
る
気
持

ち
を
育
む
と
と
も
に
、俳
句
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
創
意
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、入
選
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、皆
様
方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
、ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



十
湖
大
賞
・
十
湖
賞＜

高
校
生
の
部＞

ペ
ガ
ス
ス
座
祭
囃
子
の
な
き
夜
に

浜
名
高
校
三
年

鈴
木 

瑠
華

＜

一
般
の
部＞

天
空
は
巨
大
水
槽
豊
の
秋

東
京
都
府
中
市

藤
井 
孝
弘

＜

中
学
生
の
部＞

暑
す
ぎ
て
ぎ
ょ
う
ざ
が
焼
け
る
浜
松
市

与
進
中
学
校
二
年

渡
瀬 

遥
仁

＜

小
学
生
の
部＞

夏
休
み
じ
い
じ
が
つ
く
る
昼
ご
は
ん

白
脇
小
学
校
六
年

辻 

蔵
之
介

十
湖
賞

秋
の
澄
み
渡
っ
た
大
空
を
、「
巨
大
水
槽
」に
譬
え
た
発
想
に
圧
倒
さ
れ
た
。そ
こ
に
あ
る
は
ず
も
な
い
水
を
呼
び
出
し
た
の
は
、想
像

力
の
力
だ
。し
か
も「
豊
の
秋
」の
季
語
の
置
き
方
が
う
ま
い
。見
渡
す
限
り
の
実
り
の
稲
田
の
広
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、景
色
の
魅

力
を
よ
り
高
め
て
い
る
。（
髙
柳
克
弘
）

浜
松
市
は
二
十
年
の
夏
、気
温
四
十
一
度
の
日
本
一
を
記
録
。ち
な
み
に
、ぎ
ょ
う
ざ
の
消
費
量
は
全
国
二
位※

。ぎ
ょ
う
ざ
が
焼
け
る
の
は

暑
す
ぎ
る
気
温
の
せ
い
に
し
て
い
る
。浜
松
市
民
な
ら
だ
れ
も
が
納
得
す
る
俳
味
の
あ
る
句
で
あ
る
。（
坪
井
孝
之
）

楽
し
み
に
し
て
い
た「
夏
休
み
」。「
じ
い
じ
」と
の
会
話
・
関
り
の
幸
せ
。食
事
や
宿
題
な
ど
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
。今
日
は「
じ
い
じ
」

が「
昼
ご
は
ん
」を
作
っ
て
く
れ
て
美
味
し
く
頂
い
た
。「
じ
い
じ
」の
新
た
な
姿
の
発
見
と
感
謝
の
気
持
ち
が
心
打
つ
。（
天
野
薫
）

評
：評

：
評
： 「

ペ
ガ
ス
ス
座
」は
秋
の
星
座
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。だ
か
ら
、こ
の
句
の「
祭
囃
子
」は
秋
祭
の
お
囃
子
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。例
年
な

ら
ば
に
ぎ
や
か
な
笛
や
太
鼓
が
聞
こ
え
る
夜
に
、コ
ロ
ナ
の
影
響
だ
ろ
う
か
、今
年
は
静
か
に
星
を
眺
め
て
い
る
の
だ
。説
明
を
省
き
余

情
あ
ふ
れ
る
句
に
仕
上
げ
て
い
る
。（
村
松
二
本
）

評
：

5 4祭囃子（まつりばやし）※2019年購入額、一家庭あたり3506円



＜

一
般
の
部＞

一
人
生
れ
二
人
逝
く
村
梅
の
雨

東
京
都
世
田
谷
区

石
川 

昇

子
育
て
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
む
音
の
中

袋
井
市

永
井 

千
恵
子

＜

高
校
生
の
部＞

聞
き
慣
れ
ぬ
母
の
方
言
盆
休
み

浜
北
西
高
校
三
年

野
末 

知
里

蝉
の
声
鳴
き
止
む
隙
に
矢
を
放
つ

浜
松
東
高
校
一
年

墨
岡 

真
萌

＜

中
学
生
の
部＞

帰
省
か
ら
帰
る
子
供
の
手
に
ス
イ
カ

中
郡
中
学
校
一
年

加
藤 

慎
也

寒
椿
こ
こ
ぞ
と
き
め
る
払
い
腰

積
志
中
学
校
三
年

中
村 

仁
彦

＜

小
学
生
の
部＞

お
父
さ
ん
に
僕
は
元
気
と
墓
参
り

浜
名
小
学
校
六
年

松
下 

稜
真

花
に
な
り
水
を
あ
び
た
い
夏
休
み

積
志
小
学
校
五
年

森 

愛
理

特

選

東
区
長
賞

＜
一
般
の
部＞

け
ん
玉
の
剣
く
た
び
れ
て
春
の
暮

神
奈
川
県
川
崎
市

藤
井　

万
里

「
け
ん
玉
」は
様
々
な
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、つ
い
夢
中
に
な
っ
て
続
け
て
し
ま
う
。も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
と
練
習
し
て
い
る
う
ち
に
、ふ
と
く
た

び
れ
て
い
る
自
分
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。そ
れ
を「
剣
く
た
び
れ
て
」と
剣
に
託
し
て
表
現
し
た
。こ
こ
が
こ
の
句
の
非
凡
な
と
こ
ろ
だ
。い
か
に
も
春
の
日
永
ら
し

い
光
景
だ
。（
村
松
二
本
）

評
：

県
教
育
長
賞

＜

高
校
生
の
部＞
朧
月
祖
母
の
手
の
し
わ
な
ぞ
る
指

浜
北
西
高
校
二
年

柴
田　

真
陽

祖
母
の
手
の
皺
を
目
に
し
、幼
い
頃
か
ら
愛
情
を
注
い
で
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
祖
母
の
人
生
に
想
い
を
巡
ら
し
思
わ
ず
手
で
な
ぞ
っ
た
。温
か
く
人
間
味
豊
か
な
素

晴
ら
し
い
笑
顔
に
溢
れ
る
二
人
。季
語「
朧
月
」が
そ
れ
ら
を
見
事
に
語
る
。（
天
野
薫
）

評
：

市
教
育
長
賞

＜

中
学
生
の
部＞

枯
れ
葉
道
私
の
道
よ
ど
き
な
さ
い

丸
塚
中
学
校
二
年

小
塚 

未
玖

「
ど
き
な
さ
い
」と
言
っ
て
い
る
相
手
は
、二
通
り
解
釈
で
き
る
。一
つ
は
、先
を
歩
い
て
い
る
人
に
向
か
っ
て
。も
う
一
つ
は
、積
も
っ
た
枯
れ
葉
に
向
か
っ
て
。私
は
後
者
と

解
し
た
。い
つ
も
の
通
学
路
が
枯
れ
葉
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
驚
き
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
た
。「
ど
き
な
さ
い
」の
き
つ
い
言
い
方
が
こ
ん
な
に
も
愉
快
に
響
く
と
は
。

（
髙
柳
克
弘
）

評
：

＜

小
学
生
の
部＞

蓮
の
花
雨
の
後
で
は
葉
も
光
る

中
ノ
町
小
学
校
五
年

山
成 

陸
都

朝
日
の
光
が
蓮
の
花
を
輝
か
せ
て
い
る
。雨
が
降
り
止
ん
だ
ば
か
り
で
あ
る
。睡
蓮
の
葉
と
は
異
な
り
、蓮
の
葉
に
は
艶
が
な
い
が
、「
雨
の
後
で
は
」ぬ
れ
て
光
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。鋭
い
観
察
眼
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
写
生
句
で
あ
る
。（
坪
井
孝
之
）

評
：
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佳

作

＜
一
般
の
部＞

厨
立
つ
夫
と
児
の
背
秋
夕
焼

東
京
都
足
立
区

小
野 

史

夜
歩
き
の
缶
コ
ー
ヒ
ー
と
蝉
の
か
ら

浜
松
市
中
区

阿
部 

洋
子

　

び
る
こ
と
呼
吸
す
る
こ
と
流
れ
星

徳
島
県
鳴
門
市

安
藝 
達
也

夏
帽
子
そ
の
置
き
ざ
ま
も
父
ら
し
く

浜
松
市
南
区

小
澤 

信
久

秋
風
や
教
室
の
ぞ
く
又
三
郎

浜
松
市
中
区

大
平 

悦
子

髪
切
つ
て
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
や
秋
う
ら
ら

浜
松
市
東
区

西
澤 

寿
江

＜

高
校
生
の
部＞

よ
ろ
し
く
と
や
も
り
に
想
い
託
す
祖
母

掛
川
東
高
校
二
年

赤
堀 

百
音

蒲
公
英
の
綿
毛
が
鼻
に
入
り
け
り

浜
松
修
学
舎
高
校
二
年

野
久 

雄
翔

松
葉
杖
狙
撃
銃
み
た
い
に
扱
う
な

静
清
高
校
三
年

齊
藤 

優
翔

足
の
裏
パ
ッ
ク
リ
割
れ
る
寒
稽
古

浜
北
西
高
校
二
年

内
田 

康
太

遅
刻
し
た
君
の
寝
癖
は
曼
珠
沙
華

浜
北
西
高
校
二
年

松
村 

唯
音

着
る
は
ず
の
浴
衣
眺
め
て
終
わ
る
夏

浜
松
東
高
校
一
年

林 

春
花

＜

中
学
生
の
部＞

夜
中
起
き
感
じ
る
夜
寒
そ
れ
も
よ
し

篠
原
中
学
校
二
年

松
本 

獅
憧

蝉
た
ち
が
に
ぎ
や
か
す
ぎ
て
木
が
ち
ぢ
む

周
南
中
学
校
一
年

中
山 

汰
門

ス
マ
ッ
シ
ュ
が
決
ま
ら
ず
僕
の
夏
終
わ
る

八
幡
中
学
校
三
年

永
井 

亮
大

吹
き
と
ば
せ
梅
雨
の
も
や
も
や
音
楽
隊

丸
塚
中
学
校
三
年

鈴
木 

彩
耶

こ
た
つ
に
ね
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
僕
と
猫

西
部
中
学
校
二
年

鈴
木 

楓
翔

来
年
は
さ
く
ら
の
下
で
夢
語
ろ

八
幡
中
学
校
三
年

八
木 

菜
々
美

＜

小
学
生
の
部＞

桜
さ
き
あ
っ
と
い
う
ま
に
五
年
生

中
郡
小
学
校
五
年

天
野 

佳
真

枝
豆
だ
手
と
手
が
ぶ
つ
か
る
争
奪
戦

北
浜
南
小
学
校
五
年

鈴
木 

莉
生

ス
マ
ホ
よ
り
こ
っ
ち
を
見
て
よ
落
椿

豊
西
小
学
校
六
年

鈴
木 

太
羅

き
ら
き
ら
と
と
ん
ぼ
と
ゆ
う
ひ
こ
う
さ
す
る

北
浜
南
小
学
校
五
年

森
田 

悠
愛

大
し
ぜ
ん
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る
ハ
ン
モ
ッ
ク

笠
井
小
学
校
二
年

菅
沼 

実
夢

見
上
げ
る
と
く
じ
ら
が
泳
ぐ
青
い
空

白
脇
小
学
校
六
年

太
田 

朝
日

9 8厨（くりや）蒲公英（たんぽぽ）曼殊沙華（まんじゅしゃげ）



奨

励

賞

＜
一
般
の
部＞

短
夜
の
夢
の
湖
畔
に
父
と
母

う
な
丼
や
三
拝
九
拝
給
付
金

セ
ッ
ト
す
る
目
覚
し
二
つ
新
社
員

堅
焼
き
の
煎
餅
秋
に
入
り
に
け
り

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
無
き
頃
の
味
瓜
を
も
む

献
上
の
稲
刈
る
鎌
の
ふ
る
へ
を
り

骨
太
の
家
系
な
り
け
り
鎌
祝
ひ

音
絶
え
し
生
家
に
春
の
光
入
れ

ボ
ー
ト
漕
ぎ
水
面
躍
り
し
富
士
額

天
竜
や
明
善
十
湖
稲
稔
る

浜
松
市
北
区

川
上 

勝

藍
原 

綾
子

北
前 

波
塔

香
坂 

理
恵

村
松 

和
憲

長
野
県
長
野
市

兵
庫
県
明
石
市

伊
東
市

浜
松
市
中
区

袋
井
市

三
原 

靖
彦

岩
田 

勇

山
本 

敏
男

竹
澤 

聡

小
原 
恵
子

神
奈
川
県
横
浜
市

岡
山
県
井
原
市

愛
知
県
名
古
屋
市

兵
庫
県
神
戸
市

全
身
で
削
る
硯
師
秋
気
澄
む

お
い
胡
瓜
日
に
三
本
も
誰
が
食
う

思
い
出
の
類
義
語
と
な
れ
夏
の
空

ど
の
顔
も
洗
ひ
た
て
な
り
更
衣

ほ
ん
た
う
に
怒
る
と
飛
ぶ
ぞ
い
ぼ
む
し
り

あ
い
う
え
お
お
っ
ぱ
い
足
り
て
蚊
帳
に
寝
て

い
ち
は
や
く
菫
に
気
づ
く
妻
と
ゐ
る

よ
ろ
こ
べ
ば
喜
び
返
す
日
向
ぼ
こ

隙
の
な
き
武
将
に
仕
上
げ
菊
師
去
る

愛
知
県
東
海
市

鹿
児
島
県
霧
島
市

駿
東
郡
清
水
町

浜
松
市
西
区

浜
松
市
中
区

浜
松
市
東
区

浜
松
市
東
区

浜
松
市
中
区

浜
松
市
浜
北
区

安
立 

由
美
子

松
尾 

義
弘

伊
藤 

孝
一

秋
野 

三
歩

斉
藤 

浩
美

鈴
木 

柚

遠
藤 

喜
和

相
羽 

美
智
子

鈴
木 

明
寿

「
虹
だ
よ
」
と
無
口
な
父
が
送
る
写
真

鮎
を
食
ふ
鵜
水
し
ぶ
き
が
か
か
り
そ
う

炎
天
下
昔
は
や
っ
て
た
ケ
ン
ケ
ン
パ

暗
き
海
の
目
を
覚
ま
し
た
る
初
日
か
な

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
胸
・
腹
の
無
い
甲
虫

手
持
ち
花
火
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に

乗
り
鉄
が
鉄
道
乗
れ
ず
夏
終
る

新
し
い
自
分
へ
進
む
成
人
の
日

二
人
き
り
花
火
の
音
と
胸
の
音

闇
の
中
行
き
先
照
ら
す
赤
電
車

ラ
ン
ニ
ン
グ
小
春
日
和
に
誘
わ
れ
て

風
さ
そ
う
花
よ
り
も
な
お
団
子
か
な

冷
蔵
庫
サ
イ
ダ
ー
ひ
と
つ
見
つ
け
た
り

炎
天
下
初
の
打
席
は
ラ
イ
ト
ゴ
ロ

夏
の
夜
マ
ス
ク
を
は
ず
す
さ
ん
ぽ
道

烏
瓜
割
れ
こ
ぼ
れ
出
る
か
ら
っ
風

光
る
汗
僕
の
身
体
が
叫
ん
で
る

僕
達
は
積
乱
雲
の
中
に
い
る

背
伸
び
し
た
香
水
つ
け
て
君
を
待
つ

夏
の
夜
電
話
で
埋
め
る
会
え
ぬ
距
離

＜

高
校
生
の
部＞
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浜
松
東
高
校
一
年

大
石 

愛
夏

小
倉 

愛
翔

河
村 

愛
友
花

村
上 

立
祐

山
下 

皓
大

浜
松
東
高
校
一
年

浜
松
東
高
校
一
年

掛
川
東
高
校
二
年

掛
川
東
高
校
二
年

浜
松
東
高
校
一
年

松
下 

菜
月

堀 

大
雅

菅
沼 

陵
希

齋
藤 

聖
夏

庄
司 

薫
史

浜
松
東
高
校
一
年

天
竜
高
校
春
野
校
舎
三
年

掛
川
東
高
校
二
年

掛
川
東
高
校
二
年

浜
北
西
高
校
二
年

高
橋 

奏
太

小
杉 

凌
大

河
合 

泰
正

絹
村 
咲
楽

宇
田 

柚
葉

浜
松
東
高
校
一
年

浜
北
西
高
校
三
年

浜
松
東
高
校
一
年

浜
松
学
芸
高
校
一
年

浜
松
東
高
校
一
年

山
﨑 

愛
海

佐
々
木 

飛
翔

大
澤 

あ
い

藤
田 

拳
斗

唐
澤 

歩
果

浜
松
東
高
校
一
年

熱
海
高
校
二
年

浜
松
修
学
舎
高
校
一
年

浜
松
修
学
舎
高
校
一
年

鵜（う） 烏瓜（からすうり） 胡瓜（きゅうり）



＜

中
学
生
の
部＞

コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
が
図
書
館
読
書
の
秋

岩
つ
か
む
風
に
は
乗
ら
ぬ
か
ぶ
と
む
し

四
姉
妹
う
ち
に
は
来
な
い
こ
い
の
ぼ
り

近
所
の
子
そ
の
友
達
は
て
ん
と
虫

日
傘
持
ち
い
ざ
出
陣
だ
関
ヶ
原

草
刈
り
や
日
の
出
る
ま
で
の
朝
仕
事

足
跡
を
家
ま
で
つ
な
ぐ
冬
の
道

墓
参
り
笑
う
あ
な
た
に
会
い
た
く
て

若
葉
生
ゆ
新
た
な
命
第
一
歩

せ
み
の
音
に
後
お
し
さ
れ
て
面
一
本

富
塚
中
学
校
二
年

間
木 

悠
喜

岡
野 

修
也

杉
浦 

実
姫

平
田 

千
尋

堀
田 

顕
臣

中
郡
中
学
校
一
年

西
遠
女
子
学
園
中
学
校
三
年

与
進
中
学
校
三
年

笠
井
中
学
校
一
年

周
南
中
学
校
三
年

袴
田 

湖
子

鈴
木 

陽
菜

荒
井 

つ
ぐ
み

下
原 

来
実

阿
部 
竜
士

周
南
中
学
校
一
年

富
塚
中
学
校
二
年

中
郡
中
学
校
一
年

丸
塚
中
学
校
三
年

空
蝉
を
つ
ぶ
し
て
み
る
と
秋
の
音

数
式
と
格
闘
し
つ
つ
終
わ
る
夏

夏
の
空
祭
り
を
想
い
笛
を
吹
く

蝸
牛
真
じ
ゅ
の
雨
を
な
が
め
て
る

世
界
一
ス
イ
カ
早
食
い
志
村
け
ん

草
取
り
後
の
祖
母
の
服
か
ら
椿
の
香

鹿
の
子
や
親
の
背
中
を
追
い
求
め

天
の
川
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
は
い
ま
ど
こ
へ

流
れ
星
あ
の
日
の
祖
父
を
も
う
一
度

稲
光
僕
の
恐
怖
も
照
ら
さ
れ
る

与
進
中
学
校
二
年

井
口 

日
美
華

村
松 

優
太

榎
本 

紗
希

袴
田 

あ
い
こ

東 

大
地

庄
内
中
学
校
三
年

篠
原
中
学
校
一
年

積
志
中
学
校
三
年

浜
名
中
学
校
三
年

周
南
中
学
校
三
年

田
中 

瞭
丞

正
久 

響

長
谷
川 

釉
己

永
田 

理
紗

宮
地 

陽
菜

西
遠
女
子
学
園
中
学
校
二
年

笠
井
中
学
校
一
年

富
塚
中
学
校
二
年

周
南
中
学
校
一
年

＜

小
学
生
の
部＞

パ
パ
と
な
ら
買
い
物
い
っ
ぱ
い
マ
フ
ラ
ー
も

は
か
ま
い
り
カ
ニ
が
に
こ
に
こ
川
わ
た
る

石
の
か
げ
ヤ
マ
ト
ヌ
マ
エ
ビ
飛
び
出
し
た

大
好
き
な
び
わ
を
よ
こ
目
に
宿
題
中

そ
よ
そ
よ
と
わ
紙
の
に
お
い
の
う
ち
わ
か
な

終
戦
忌
思
い
を
胸
に
進
ん
で
く

冷
し
中
華
幼
い
と
き
の
祖
母
の
味

な
か
な
い
で
卒
業
式
だ
う
れ
し
い
ね

て
れ
や
さ
ん
仲
良
し
姉
妹
さ
く
ら
ん
ぼ

あ
れ
な
ん
で
い
つ
も
の
山
が
雪
景
色

蒲
小
学
校
六
年

寺
田 

菜
緒

山
本 

泰
士

野
中 

柚
菜

鈴
木 

芹
奈

竹
田 

俊
太
郎

中
郡
小
学
校
五
年

中
ノ
町
小
学
校
五
年

中
ノ
町
小
学
校
六
年

中
ノ
町
小
学
校
六
年

中
瀬
小
学
校
三
年

山
本 

百
合
愛

大
石 

優
斗

黒
川 

類

伊
野
瀬 

優
歩

後
藤 

穂
音

積
志
小
学
校
五
年

光
明
小
学
校
六
年

中
瀬
小
学
校
三
年

有
玉
小
学
校
六
年

川
あ
そ
び
魚
が
は
ね
る
父
の
あ
み

夏
休
み
べ
ん
て
ん
島
で
ま
ぐ
ろ
ど
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
香
水
つ
け
て
お
出
か
け
だ

大
晦
日
心
入
れ
変
え
深
呼
吸

台
風
は
ゴ
ー
ゴ
ー
う
な
る
大
男

に
じ
が
出
て
て
る
て
る
ぼ
う
ず
わ
ら
っ
て
る

た
い
よ
う
で
ぼ
く
も
ア
イ
ス
も
と
け
て
い
る

シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と
口
で
あ
ば
れ
る
ラ
ム
ネ
か
な

親
く
る
と
口
だ
け
み
え
る
つ
ば
め
の
子

お
そ
ろ
い
の
手
作
り
マ
ス
ク
照
れ
る
父

笠
井
小
学
校
六
年

廣
瀬 

賢
人

𠮷
﨑 

航
瑠

家
村 

澄
成

鈴
木 
麻
椰

片
石 

湖
夏

中
郡
小
学
校
六
年

中
郡
小
学
校
五
年

中
郡
小
学
校
五
年

赤
佐
小
学
校
五
年

神
久
呂
小
学
校
五
年

太
田 

龍

松
本 

知
晃

山
口 

隼
誠

柴
田 

花
胡

萩
原 

柚
希

豊
西
小
学
校
六
年

豊
西
小
学
校
六
年

与
進
小
学
校
四
年

北
浜
南
小
学
校
二
年

奨

励

賞
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